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次号予告「量子通信・計算・計測のための非古典光源」

巻頭言
「非」古典であること  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥富田章久

講　義
非古典光の基礎  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥枝松圭一

解　説
量子ドットを用いた単一光子源と量子暗号通信応用 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥竹本一矢ほか
多重化伝令付き単一光子源の実現  ‥‥‥‥‥‥金田文寛
スクイーズド光源とその大規模量子コンピューティ 
ングへの応用  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥武田俊太郎ほか

スピンスクイーズド光源と計測応用  ‥‥‥‥‥小野貴文
超広帯域周波数もつれ光源と量子計測応用 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥岡野真之ほか

光学ハイライト
「光の科学」「光の実験」が生まれた工房を訪ねて 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥武田光夫

気になる論文コーナー

今後の特集予定
47巻 3号「カーフォトニクスの現在と未来」
47巻 4号「進展する光スピントロニクス」 

//編集後記 //

　かつて，写真撮影や光計測にはフィルムや乾板が利用
されていた．2000年頃になるとコンシューマー向けの
ディジタルカメラが普及し始め，産業用カメラも NTSC
からディジタル出力に置き換わり，いまや光学研究分野
でもディジタルカメラを使うことが当たり前になった．
少し前まではこのような研究用途には CCDイメージセ
ンサーを搭載したカメラを利用することが一般的であっ
たが，最近では CMOSイメージセンサーの性能が飛躍
的に向上し，実験室のカメラは CCDから CMOSへと変
わりつつある．裏面照射による感度の向上，画素の高密
度化，フレームレートの高速化など，一般のディジタル
カメラユーザーの目から見ても，その進化の早さには驚
かされるばかりである．
　そのような一般的用途のイメージセンサーだけでな
く，近年では研究などのやや特殊な用途に有用な類いま
れなる機能をもつイメージセンサーが現れ，われわれの
興味を刺激している．「光学」読者には，どちらかとい
えばイメージセンサー開発に携わるよりもユーザーとし
て応用する技術者，研究者の方が多いかと思われるが，
それゆえに最先端で尖った特徴をもつイメージセンサー
の情報に触れることは独創的な研究を進める上で有益で
あろうと考え，本テーマを企画した次第である．
　最後に，ご多忙な中で本企画のために大変興味深く貴
重な記事をご執筆いただいた著者の皆様方に，心よりお
礼を申し上げたい． （有本，居波）

特集関連の原著論文を募集しています
　「光学」では上記テーマの特集を企画しています．これに合わせて，特集テーマに関連のある原著論文を募集
いたします．投稿締切は，当該特集号の発行月の４か月前の 10日とします．
　特集関連の論文については査読作業をより迅速化し，採択となった論文はその特集号の発刊に合わせて掲載す
るようにいたします．特集号を明記のうえご投稿ください．詳しくは「光学」編集局 kogaku@academic-j.co.jp 
にお問い合わせください．
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